
２月９日、中野方町内の見守り活動者や自治会長が参加し見守り活動勉強
会（オンライン開催）を行いました。大垣市中川地区社会福祉推進協議会中
川地区支え合いの会の事例から、支援を必要としている人に対して、地域と
専門職など関係機関がネットワークを形成し、情報共有や課題解決を一緒に
図る取り組みを勉強することができました。

中野方支部では今回学んだことを取り入れ、町内の高齢者が地域の中で安心して暮らせるよう取り組みを
行っていきます。

瑞浪市で開催された支え合い・助け合い勉強会「支え合いのススメ」に配
食サービス事業を行っている「ふれあい弁当」が活動発表を行いました。代
表の伊藤さんから活動状況や活動で心掛けている事を中心に、ボランティア
活動を行っている中での気づきや利用されている方とのふれあいなど、支え
合い活動者として大切な芯の部分をお話ししていただきました。

今回の発表で、ふれあい弁当の活動を改めて振り返ることによって今後の課題が明確になり、東野支部が活
動に対しどのように支援していくかを考える機会にもなりました。

見守り活動勉強会（中野方支部）

支え合い・助け合い活動勉強会（東野支部）

市内に13ある社協支部では、それぞれの地域の特性を活かしながら、
地域内の福祉課題やニーズに対して主体的・自発的に福祉活動を
展開しています。

ボランティアセンターでは
使用済み切手・エコキャップを回収しています

お寄せいただいたキャップ等は、収集団体や協力企業で換金され、国連児童基金ユニセフを通じて、世界中の
子どもたちへ届けるワクチンにかわります。普段の生活の中でもできる収集ボランティア活動を行ってみません
か？みなさまからのご支援とご協力をお願い申し上げます。使用済み切手やエコキャップは市内各福祉センター
で回収を行っております。

みなさまのご協力により、今年度は下記の金額（２月末日現在）を JCVへ送金することができました。今後
ともみなさまからのご支援とご協力をお願い申し上げます。
令和４年度に集められたエコキャップは…
19,500円（ペットボトルキャップ600,000個）⇒約857人分（ポリオワクチンの場合）のワクチンにかわります

　　　　　　恵那市社協ボランティアセンター　TEL 0573-26-5220（直通）問い合せ

エコキャップ収集活動のご報告

使用済み切手をお持ちいただく際のお願い
使用済み切手は剥がさずに余白を５㎜～10㎜残して
切り取ってお届けください

エコキャップをお持ちいただく際のお願い
キャップは水洗いをして、乾いた状態でお持ちください
アルミキャップなどの金属類は引き取りできません

ユニセフを通じて
支援国にワクチンが
届けられます

「認定NPO法人
世界の子どもにワクチンを

日本委員会（JCV）」
JCVへ送金

買い取り地元企業へ
搬入

キャップの
収集

エコキャップ
収集の流れ

普段の暮らしの中でもできる 収集ボランティア活動

社協
支部
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